
メディポリス指宿通信 2026年10月号
■ 身近になった がん陽子線治療 
前立腺がん、肺がん、肝臓がん、大腸がん肺転移など、公的医療保険適用となった部位が増え、治療費用

の負担が軽減され、身体に優しい治療としてより身近で受けやすい治療の選択肢となっています。

■ お問い合わせ ■ お知らせ

国立がん研究センターのがん罹患数の統計によると、2015 年に前立腺癌が日本の男性で最も多いがんに

なり、以降１位であり続けています。 前立腺癌は骨に転移する可能性があり、全身に対する骨転移検索が重

要となります。検査方法は SPECT や MRI があり、当センターでは AI 技術を搭載した最新の MRI 装置導

入に伴い、全身を MRI 撮影することで前立腺癌の骨転移検索が可能※になりました。 従来の SPECT 検査

と比較して検査の予約待ちが少なく、注射や被ばくのない、患者さんに優しい全身 MRI 検査を検討されて

みてはいかがでしょうか。（※日本医学放射線学会　前立腺癌の骨転移検出のための全身 MRI 撮像の指針）

■ 前立腺癌と診断されたら？　　　

最新MRI装置

高画質

静音化 大口径

全身MRI画像

※現在、１週間以内の検査を目途に日程にて調整しています。

検査当日
受付

電話にて
検査予約

検査
約30分

診察等
約30分全身MRI検査の流れ

陽子線治療の特徴
・ 治療時の苦痛や副作用が少ない
・ 高齢者や持病を持つ人でも治療可能
・ 再発が少ない
・ 治療は1日1回・10～15分
・ 入院の必要がない
・ スケジュール通りに治療完了

陽子線治療
開始前検査

陽子線治療 メディポリス国際陽子線治療センター

経過観察
紹介元の医療機関で
経過観察

初診・セカンドオピニオン後、2週間
程で陽子線治療を開始できます

（約5週間）

初診・セカンド
オピニオン

治療の流れ

生活の質（QOL）の維持
治療中も運動制限・食事制限がなく、いつも通りの生活を

送ることができます。

また、尿漏れや性機能低下の合併症がほとんどないため、

QOL(生活の質）が維持されます。

メディポリスコールセンター （平日 ～ ）

0120-804-881



自宅から通院、滞在でも。あなたに合った陽子線治療を 

た治療環境を選択できます。
きるため、身体への負担が少なく、生活の質（
療期間中も、仕事や家事などの日常生活との両立を図りやすいことから、多くの患者さ
んに選ばれています。

 

当センターでは、患者さんの生活スタイルに合わせて、通院、滞在などその人に合っ
陽子線治療は、正常な組織への影響を抑えながら治療がで

QOL）を高く保ちやすい治療法です。治

 

■自宅から

患者 Bさん︓通院しながら、週一日はホテル滞在 

■通院と滞在を組み合わせて

治療センターから徒歩 10分（敷地内） 

通院 自家用車を運転して 
JR・フェリーを利用して 
無料送迎車を利用して 

滞在
 

■患者さん専用ホテルフリージアに滞在 
■敷地内の簡易宿泊施設 さくら荘に滞在 

治療センター入口から 50ｍ 
 

通院 滞在 

鹿児島中央駅  鴨池港    陽子線治療センター 
約 30分 約 75分 

■入院（医師の判断によります） 

 

 

無料送迎（要予約）詳しくはホームページでご確認ください

 

さくら荘 

※実際に治療受けた患者の利用例 

 
月 火 水 木 金 土 日

チェックイン チェックアウト
滞在 帰宅

治療日 休日

通院 自宅通院 通院

温泉も 

ご利用になれます。 

患者 Aさん︓平日はホテルに滞在し週末は自宅でゆっくり 
 

月 火 水 木 金 土 日
自宅から通院 チェックアウト
チェックイン 帰宅

治療日 休日

滞在 滞在 滞在 自宅

■ 治療症例実績数 8109 件

（2026年9月4日現在）

・前立腺
・肝・胆管
・肺    

4400
1165
800  

・膵
(リンパ節 )     ・転移

・頭頸部
496
472

292

・骨軟部   
・腎     
・その他   

167
36
259

・乳がんの術後照射（外国人含む）
・早期乳がんの非手術治療

3
19


